
贔ニタz:ク HOND^  
NEWS 

せ

ん

。

＊ ＊ ＊ 

費 場 期

＾、当
ホ 七

部期用 ン所 月間

品間 ダ

代に s 五

は限 F 日

お り 又 ＼ 

客 ‘ は 八

様 交 ホ 月

負換 ン 末

担手 ダ 日

ツ数
販 ま

科 ． クE で

は 店

無

科

• 

〇

実

施

要

．

領

今

後

大

き

な

社

会

問

題

と

も

な

り

か

ね

ま

が

あ

る

ば

か

り

か

、

な

り

ま

す

。

＾

昭

和

四

五

年

七

月

一

八

日

＞

積

極

安

全

を

常

に

提

唱

し

、

し

て

い

る

当

社

で

は

、

の

責

務

と

考

え

ま

す

。

0
ご

存

知

の

よ

う

に

、

限

度

を

越

す

排

気

ガ

ス

を

ま

き

散

ら

し

た

り

、

「

イ

ー

グ

ル

社

会

的

見

地

に

立

っ

米

国

映

画

「

イ

ー

ジ

ー

ラ

イ

ダ

ー

」

て

以

来

顕

著

に

な

っ

た

現

象

で

す

が

、

た

も

の

と

云

え

ま

し

よ

う

。

こ

の

よ

う

な

二

輪

車

、

て

、

マ

フ

ラ

ー

を

カ

「

イ

ー

グ

ル

キ

ャ

リ

ア

」

こ

れ

は

単

に

外

観

だ

け

で

若

者

を

と

り

こ

に

し

四

輪

車

の

改

造

は

、

人

間

工

学

的

に

見

た

場

合

問

題

操

縦

安

定

性

を

著

し

く

悪

化

さ

せ

た

り

、

し

か

も

、

こ

れ

を

徒

ら

に

放

置

、

日

本

で

公

開

さ

れ

騒

音

公

．

害

の

も

と

と

も

未

届

出

の

改

造

は

道

路

運

送

車

両

法

に

違

反

す

る

と

と

も

あ

り

、

助

長

す

る

こ

と

は

、

改

良

の

お

手

伝

い

を

左

記

0
そ

こ

で

当

社

で

は

、

”

ホ

ン

ダ

の

車

を

い

つ

ま

で

も

安

全

に

乗

っ

て

い

た

だ

き

た

い

’

と

い

う

積

極

安

全

の

思

想

に

甚

い

て

、

ま

ず

、

公

道

を

走

る

に

ふ

さ

わ

し

く

な

い

改

造

車

の

八

安

全

改

良

＞

を

積

極

的

に

ュ

ー

ザ

ー

ヘ

呼

び

か

け

、

の

要

領

で

実

施

い

た

し

ま

す

。

未

届

出

改

造

で

法

に

違

反

す

る

個

所

及

び

公

道

を

走

る

に

は

、

に

つ

い

て

改

良

を

実

施

い

た

し

ま

す

。

安

全

で

な

い

改

造

個

所

0
し

か

し

、

車

や

、

若

者

の

姿

で

す

。

特

に

二

輪

車

の

場

合

は

、

が

ヽ

‘’‘ 
ン

ド

ル

」

、
．
 

の

二

輪

車

を

乗

り

廻

す

最

近

街

で

良

く

見

か

け

る

の

は

、

ッ

ト

し

て

許

容

必

要

以

上

の

騒

音

を

た

て

て

走

る

四

翰

最

近

の

誤

ま

っ

た

二

輪

車

、

打

ち

な

ら

す

と

と

も

に

、

四

輪

車

の

改

造

プ

ー

ム

に

警

鐘

を

こ

れ

を

正

常

化

す

る

こ

と

も

企

業

〇

創

業

以

来

、

積
極
的
に
お
し
進
め
ま
す
。

ホ
ン
ダ
は
、

ペ

ス

ト

・

バ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

の

車

を

お

届

け

八

改

悪

改

造

車

＞

の

八

安

全

改

良

＞

を



こういう“改造”はむしろ“改悪'

凡



もういちど

“改良”しましょう。

ホンダも

ご協力します。

ホンダの車はオリジナルでお乗りいただ＜

のが牲能でも安全牲でも表も1憂れています。

とくに安全性の面では、ホンダの提唱する

“積責極安全＂思想にもとづいてあらゆる努力

を実行しています。みなさまのお手もとに

おとどけした車はつねにペスト・バフォー

マンスなのです。一般道路を走る場合、こ

れを“改造＂する必要はまったく無いのです。

右の表にあるような“改造＂をなさった場合に

まず問題は、未届け改造の場合、法規に違反

するものが多いこと。つぎに公道を走るには

安全な車ではなくなることです。そこでホンダ

では、すでにこのような改造をなさってい

る車を、お客さまにこ協力して、もとの安全な

車にもどしたいと考えています。お近くの

ホンダSFまたは当店へこ・相談ください。

私たちの願いは、ホンダの車をいつまでも

安全に乗っていただきたい―これは、その

ための提案です。

もういちど“安全改良＂なさいませんか。

昭和45年 6月20日

本田技研工業株式会社サーピス部
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改遣償l所

ハンドルを改遣

した場合

（イーグルハン

ドルなど）

ヽ＜ックキャリア

を取付けた場合

（イーグルキャ

リアなど）

マフ.,―改遺t2

たは純正劃晶以

外のマフラーと

取イ寸けた場合

珊肋前隈灯（白

色・淡賣色）を

取イ寸けた場1-8-

その他の灯火を
取イ寸けた場合

復方にその他の

灯火峯取付けた

場合

フェンダー昏取

外したり、カッ

トした場合

販売店

し4 臼）

法峨..1:.の間11点 安金上の間疇点 改遣信IM 法綱上の間暉点 安金.1:.の間●点

＊オリジナル心改遣する場合は ●オリジナル車にくらぺて、い 遠上高會下げた ＊型式9旨定及び認定仕樟會変更 ●ク ッシ●ン糟性が変I)ますの

ホンダ純正オプシ璽ナル部品 ちじるしく操縦安定性が低下 場合 する場合は11l11遍事務所への虞 で、車体の各fll!へのシ•ック

を便用する峙以外は虐けでな します．
け出が必饗です． が這くなり、酎久性（こ間題が

ければなりません。 ●ライディ ング・ポジシ●ンが
． ）未虞出の場合は道鯰遍追車 でてきます． 

・)未虞出の場合、道蹟遭送車 遁正でなく、置敏な操作がで
両滋違反とな1)ます。 ・註置iの状況によっては、クリ

両法違反になります． きず、たいへん危険です．
アランスが少いため、エンジ

●ハンドルそのものの這度に不
ンやポディに危書を受け皇す．

安がある場合、大きな事故と
プレーキホースe傷つけるな

まわ色皇す．
ど重大な事故原因にもなI)2 

●クラッチやプレーキワイヤの
す．またアライメントの変化

作動などにも問題が生じ、酎
によって、操縦安定性が悪（

久位が低下します。
なり、ハンドリングも低下し

皇す．

＊製式揖定及び鯰定仕様遺皮で ●繰縦安定性がやは1J悪くなn マフラーと改遺 ＊上に同じ．
●揖気系が変えられるので、嵐

す． 2人彙車のときにはシー 皇す.転(IIJした場合にも危険 した場合 •大気汚染防止滋違反になりま 然キャプレターセッティング

トの長さは 500一以上でなけ 性があります．皇た、ステッ す． がアンパランスになり、性難

ればなり皇せん． プ位置昏変えた場合、プレー ●揖気ガス量の1午穿限度違反で はむしろ悪くなり皇す．燃料

．）未虞出の場合、道ね遭送車 キ、ギャチェンジなどの操作 す． 消賣も多くなります．

両法違反になります． がしにくくなn危険です． •U畜防止条例違反になり 2 す． ●大気汚染防止には●務以上に

みんなの協力が必賽です．

●騒畜で愉人に迷惑をかけない

ようにしましょう．

*“し畜数値認定仕様違反となる ●紐気系の変更で、キャプレタ スベーサー取付 *.!:.'こ閲じ． ●トレ ッド変更によって操縦安

場合がほとんどです． ーのセッチングに狂いがでて け、タイヤ逆取 ●車巾が変更される ことになn 定性がそ二なわれ、さらに蘊

．）未冨出の場合、道ね遭送車 かえって性郎が薯しく低下し 付けの場合 とくに輯自動車の場合は大e 度的なパランスが（ずれ皇す

岡滋違反 1こ 9• 1J皇す． ます．燃料消賣も噌大します． く規定を二える違反となり皇 から、危険でもあります．

●捐気の出口が左向色、下向e ●騒畜で池人に迷惑をかけたり す．

ですと違反です． 大気汚染の点でも、マフラー

●大気汚染・騒畜防止条例違反 改遣は迫るぺ色です．

に間われます．

滋鰻上の闘瓢点 安金」この閲●点

● 3111以J:.を間峙点灯すると違反です． ●対向車1こ迷惑蚤かけることになります．

●隈度は 1万キャンデラ以下でなければいけません． ●消賣電圧が上るのでストップランプ・テールランプ・ウィンカーランプなど

●ロービームにしたときは、補助前隈灯は消さねばなn2せん． その他の灯火が隋くなります．ヘッドランプの照度も下ってしまいます．

●300キャンデラ以下でなければなり皇せん．

●JIS規格製品以外のものはすぺて使用できません．

●2.5” 以下につけること．檀色（ダイダイ色）・赤色1が重反です．

●尾灯・制動灯・方向揖示tt.書号灯などの磯籠を持たせてあるものは、

それぞれの基準に合ったものでなければなりません．

•フェンダー奮取外すと 、幽然 大きいサイズの ＊上に同じ． ●彙り心鳩に影響があり 、スピ

雨天や悪ね走行のとき、磁鮨 タイヤ軍U寸けの ードメーターに甑葦が出て、

郎品へ泥：水やホコリがかかI) 場合 指示不良となn2す．
庫書奮起＇l.置す．

•カットするとき 、先填郎がシ 異常に高いフェ ・保安基準違皮のおそれがあn ●撮動によってミラーがプレる

ャープエッチになっていると ンダーミラー奮 皇す． ため、後方＂＂星がしにくくな

万ーの場合、人峯傷つけます． 取付けた場合 ●突起状のミラーは掌じられて ，，皇す．皇た、取付けIlliこ亀
い皇す． 配が生じやす（なり皇す．
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